
（12）令和２年１２月７日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

・
追
肥

　

収
穫
量
に
応
じ
て
行
う
が
、
目
安
と

し
て
１
ヶ
月
に
チ
ッ
ソ
成
分
で
１
～
２

㎏
に
す
る
。

・
潅
水
管
理

　

着
色
の
色
む
ら
対
策
と
し
て
、
少
量
・

多
回
数
に
す
る
。

・
温
度
管
理

　

夜
間
の
加
温
最
低
温
度
は
、
12
月
中

旬
ま
で
は
７
～
８
℃
、
12
月
中
旬
以
降

は
７
～
10
℃
。

　

朝　

方　

10
～
15
℃

　

午
前
中　

25
～
28
℃

　

午　

後　

20
～
25
℃

　

夕　

方　

15
～
18
℃

に
し
て
く
だ
さ
い（
な
お
、
高
設
栽
培
は

高
い
方
で
管
理
す
る
）。

・
電
照
管
理

　

12
月
は
、
生
育
を
見
て
最
高
３
時
間

点
灯
す
る
。

・
親
株
管
理

　

10
ａ
あ
た
り
３
０
０
株
を
植
え
、
２

月
末
か
ら
３
月
上
旬
で
プ
ラ
ン
タ
ー
・

大
型
ポ
ッ
ト
へ
移
植
す
る
。

・
摘
葉

　

低
温
で
根
の
動
き
が
悪
く
な
る
た
め
、

摘
葉
は
古
葉
を
取
る
程
度
に
す
る
。

・
受
粉
の
確
認

　

冬
場
の
花
粉
発
芽
能
力
は
約
４
日
間

で
あ
る
の
で
、
日
々
ミ
ツ
バ
チ
が
活
動

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

☆
キ
ン
カ
ン　
　

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

水
管
理

　

果
実
肥
大
を
促
す
た
め
、
12
月
上
旬

ま
で
た
っ
ぷ
り
潅
水（
常
に
土
が
湿
っ
た

状
態
）を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

土
壌
の
乾
燥
防
止
、
細
根
の
発
生
促

進
を
目
的
に
、
敷
き
ワ
ラ
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

秋
冬
期
加
温

　

着
花
が
遅
れ
た
園（
７
月
20
日
以
降
の

着
花
）に
つ
い
て
は
、
秋
冬
期
に
加
温
す

る
こ
と
で
、
肥
大
・
減
酸
促
進
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。

実
施
温
度　

昼
温
28
℃

　
　
　
　
　

夜
温
18
℃

実
施
時
期　

12
月
中
旬
ま
で

＊
着
色
が
始
ま
っ
て
も
、
12
月
中
旬
ま

で
は
加
温
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

☆
菊　
　
　
　
　

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

神
馬
２
号
の
温
度
管
理
に
つ
い
て

１
．
定
植
か
ら
開
花
ま
で
実
温
14
℃
で

管
理
し
ま
す
。

　
　

消
灯
日
か
ら
収
穫
始
め
ま
で
の
日

数
は
再
電
照
を
除
い
て
45
～
47
日
程

度
。 

２
．
花
芽
分
化
温
度
は
18
℃
で
行
う
と

品
質
が
向
上
し
ま
す
。

３
．
低
温
管
理
で
も
開
花
遅
延
し
に
く

い
で
す
が
、
生
育
期
に
10
℃
以
下
の
低

温
に
あ
う
と
開
花
遅
延
す
る
危
険
性

が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

再
電
照
に
つ
い
て

１
．
神
馬
２
号
は
従
来
の
神
馬
よ
り
花

芽
分
化
速
度
が
１
～
２
日
程
度
早
く

な
り
ま
す
の
で
、
花
芽
検
鏡
を
行
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
１
月
～
２
月
ま
で
の
作
型
で
は
再

電
を
行
い
ま
す
。

４
日
点
灯
―
４
日
消
灯
―
３
日
点
灯

＊
燃
油
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
ハ
ウ
ス

ビ
ニ
ー
ル
の
隙
間
が
な
い
か
点
検
を

行
い
、
古
ビ
ニ
ー
ル
等
を
張
っ
て
保
温

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

12
月
よ
り
徐
々
に
窒
素
・
リ
ン
酸
・

カ
リ
の
養
分
吸
収
量
が
上
が
っ
て
き
ま

す
の
で
、
追
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う（
厳
寒

期
は
硝
酸
系
液
肥
中
心
）。

　

で
き
る
だ
け
涼
し
く
し
て
管
理
を
し

ま
す
が
、
気
温
を
下
げ
す
ぎ
る
と
光
合

成
能
力
の
低
下
や
地
温
の
低
下
に
よ
り
、

根
の
活
力
が
下
が
り
生
育
が
停
滞
し
ま

す
。
ま
た
20
℃
以
上
の
高
温
で
も
生
育
が

停
滞
す
る
た
め
、
目
安
と
し
て
昼
温
は

15
～
20
℃
で
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
夜

温
最
低
は
５
℃
以
上
を
保
つ
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

☆
玉
ね
ぎ　
　
　

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

玉
ね
ぎ
苗
の
植
え
付
け
後
に
、
土
壌

が
乾
燥
す
る
と
活
着
が
悪
く
な
り
、
初

期
生
育
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
晴
天
日

が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
定
期
的
な
潅
水

作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
強

風
に
よ
り
マ
ル
チ
が
は
が
れ
て
苗
が
浮

い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
欠

株
が
で
な
い
よ
う
に
定
期
的
な
培
土
等

の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
か
ら
降
雨
後
の
べ

と
病
の
発
生
に
注
意
し
て
殺
菌
剤
を
散

布
す
る
等
、
病
害
虫
管
理
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

☆
カ
ボ
チ
ャ　
　

（
担
当
：
古
里
桜
香
）

　

出
荷
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
害
虫

や
、
ね
ず
み
の
食
害
に
は
十
分
注
意
を

行
い
選
別
し
ま
し
ょ
う
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎



（13） 第５１２号 JA広報

ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

☆
ピ
ー
マ
ン　
　

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

栽
培
が
終
了
し
て
い
る
方
で
、
ハ
ウ

ス
内
の
片
付
け
が
未
完
了
の
方
は
早
目

に
取
り
掛
か
る
よ
う
に
し
、
土
壌
消
毒

の
準
備
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
圃
場
に
残
っ

た
残
渣
や
罹
病
葉
は
次
作
の
病
害
虫
発

生
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
ハ
ウ
ス
の

外
へ
全
て
持
ち
出
し
て
処
分
し
ま
し
ょ

う
。
ま
だ
収
穫
中
の
方
は
、
樹
勢
や
着

果
の
状
態
を
見
極
め
て
、
次
作
に
支
障

が
出
な
い
よ
う
計
画
立
て
て
残
り
の
期

間
の
作
業
と
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

土
壌
の
通
気
性
や
排
水
性
が
悪
い
場

合
、
植
物
が
酸
欠
を
起
こ
し
た
り
根
の

伸
長
を
妨
げ
、
生
育
不
良
を
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
作
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
天
地
返
し
や
土
壌

改
良
剤
の
施
用
、
暗
渠
排
水
の
清
掃
な

ど
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
中
村
真
吾
）

　

降
雨
後
の
斑
点
細
菌
病
や
炭
疽
病
の

発
生
を
抑
え
る
た
め
に
定
期
的
な
殺
菌

剤
の
散
布
を
お
願
い
し
ま
す
。
草
丈
が

５
～
10
㎝
程
度
に
な
れ
ば
、
雑
草
が
生

え
な
い
よ
う
に
中
耕
作
業
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。
中
耕
に
よ
っ
て
降
雨
等
で
固

く
な
っ
た
地
表
面
を
崩
し
、
気
相
が
増

え
て
細
根
も
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
生
育
が
緩
慢
な
場
合
は
バ
イ
ト
ー

ル
２
号
の
葉
面
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
が
始
ま
っ
た
ら
異
物
混
入
や
病

害
葉
の
混
入
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
人
参　
　

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

播
種
日
か
ら
１
２
０
～
１
５
０
日
で

収
穫
を
迎
え
ま
す
が
、
収
穫
が
遅
れ
て

し
ま
う
と
、
し
み
腐
れ
や
割
れ
な
ど
の

地
下
部
の
病
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
大
根　
　

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

収
穫
が
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。
収

穫
遅
れ
が
な
い
よ
う
に
計
画
的
な
作
業

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
出
荷
時
の
異

物
混
入
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ　
　

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

収
穫
も
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
収

穫
前
の
病
害
虫
被
害
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

害
虫
は
周
年
発
生
す
る
コ
ナ
ガ
、
病

害
は
低
温
期
に
発
症
し
や
す
い
菌
核
病

を
中
心
に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ナ
ガ
対
策
と
し
て
は
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ

Ｃ
や
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
、
菌
核
病
対
策

と
し
て
は
ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
や

パ
レ
ー
ド
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
な
ど
の
収
穫

前
日
ま
で
使
用
の
で
き
る
薬
剤
を
中
心

に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
罹
病
株
は
た
だ
ち
に
抜
き
取

り
伝
染
源
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
、
収

穫
後
の
残
渣
も
で
き
る
限
り
早
く
片
付

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
白
ネ
ギ　
　
　

（
担
当
：
古
里
桜
香
）

　

収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ａ
品
の
出
荷
規
格
は
、
全
長
58
㎝
、
軟

白
部
が
30
㎝
以
上
で
、
葉
身
径
が
１
㎝

か
ら
2.5
㎝
以
上（
Ｓ
～
２
Ｌ
）に
な
り
ま

す
。

　

根
切
り
に
つ
い
て
は
、
盤
茎
を
深
く

切
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
５
㎜
程
度
は
根

を
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
甘
藷　
　

（
担
当
：
梅
木
晶
仁
）

　

今
年
度
作
付
を
行
な
っ
た
圃
場
で
収

穫
後
の
ロ
ー
タ
リ
ー
が
け
が
ま
だ
の
方

は
、
残
渣
分
解
を
行
う
た
め
早
め
に
ロ
ー

タ
リ
ー
が
け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
甘

藷
の
苗
の
育
苗
を
行
わ
れ
る
方
は
、
育

苗
床
の
土
壌
消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

土
壌
消
毒
剤
：
バ
ス
ア
ミ
ド
微
粒
剤

　

使
用
量
20
㎏
～
30
㎏
／
10
ａ

☆
ゴ
ー
ヤ
ー　
　

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

令
和
３
年
度
の
ゴ
ー
ヤ
ー
作
付
け
を

希
望
さ
れ
る
方
は
農
産
園
芸
課（
担
当
：

中
村
３
３

−

５
７
５
６
）ま
で
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
３
月
中
旬
か
ら
の

定
植
、
露
地
栽
培
で
は
４
月
下
旬
か
ら

の
定
植
に
な
り
ま
す
の
で
、
夏
季
の
収

入
源
と
し
て
栽
培
の
ご
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
講
習
会
中
止
の
お
知
ら
せ

　

12
月
開
催
予
定
に
し
て
い
た
、
県
外

か
ら
講
師
を
招
い
て
の
オ
リ
ー
ブ
講
習

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

作
付
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問

い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸

課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

農業用廃プラスチック集積日
◎塩化ビニール　( ハウス用ビニール等 )
・集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
　・集 積 日　１２月１５日（火）
　・時　　間　午前９時～午後４時
ビニールとポリマルチは混ぜないよう注意してください。
廃プラスチックを出す際の注意点を●ページに掲載してい
ます。ご確認のうえ、持ち込みをお願いします。



（14）令和２年１２月７日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

○
土
壌
診
断
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
の
生
育
結
果
と
反
省
点
を
見
直

し
て
、
来
年
に
向
け
て
の
土
作
り
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
土
作
り
の
た
め
に
行
う

土
壌
診
断
は
、
自
分
の
田
ん
ぼ
を
知
る

一
番
の
近
道
で
も
あ
り
ま
す
。

　

申
込
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

が
、
申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
診
断
結
果

が
出
る
ま
で
に
一
か
月
ほ
ど
日
数
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
早
目
の
お

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
そ
ば  　
　
　

（
担
当
：
内
村
）

　

そ
ば
は
出
荷
さ
れ
た
後
、
農
産
物
検

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
新
袋
で
23
㎏

（
袋
込
み
）
に
調
整
し
た
も
の
を
出
荷

し
て
く
だ
さ
い
。
（
新
袋
は
各
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
）

ま
た
、
端
数
に
つ
い
て
も
１
㎏
単
位
で

受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

出
荷
の
際
は
、
天
日
か
乾
燥
機
を
用

い
て
、
水
分
を
14
～
15
％
以
内
に
調
整

し
ま
し
ょ
う
。

　

農
作
物
検
査
時
に
選
別
状
況
が
悪
い

と
、
等
級
が
規
格
外
に
な
る
場
合
や
、

取
引
先
か
ら
返
品
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ふ
る
い
な
ど
を
利
用
し
て
、
そ

ば
以
外
の
も
の
が
混
入
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

水
分
の
計
測
は
精
米
工
場
で
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

農
情
報

◎
農
産
関
係
◎

営

受
入
に
つ
い
て

受
入
期
間

　

12
月
25
日
（
金
）
ま
で

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

受
入
場
所

　

精
米
工
場

受
入
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

土
壌
診
断
の
申
し
込
み
先

Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

本
店

農
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土壌診断をしましょう

＜提出先およびお問い合わせ先＞
　必要事項を記入したらＪＡへ

農　 産　 園　 芸 　課　　℡ 33 － 5756 グリーンセンター飯　野　　℡ 33 － 2212
グリーンセンター加久藤　 　℡ 35 －０４５１ グリーンセンター真　幸　　℡ 37 － 0023

　　※　必ず乾燥した土を提出してください。診断申込書は必ずご記入ください。
　　提出後１か月程度で診断結果がでます。（乾燥していない土は２～３ヶ月かかります）

　　※　１点当り、１，０００円の診断料が必要です。

2．土を採る深さ
　深さ 10cm ぐらいの所の
土を採る。この時、表面の
土が混ざらないように注意す
る。

1．土を採る場所
　田んぼの 4 角付近と真中の
計５カ所より、それぞれコッ
プ 1 杯分の土を採取。

3．提出の手順
　採取した土を新聞紙などの
上で十分に乾燥します。土が
乾燥したらビニール袋に入れ
地区・氏名・水田の字・地番
を明記しＪＡへ提出。
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ぼくはいや　いじめするのも　されるのも

営農情報 ◎担い手支援関係◎

農業経営者組織協議会（青色申告会）
　青色申告での税務申告には多くの特典があります。節税のためにも青色申告を始めましょう。
　ＪＡえびの市農業経営者組織協議会では、通帳取引の自動仕訳等、会員様の事務負担軽減に
ご協力させていただいております。
　随時会員の募集をしております。ぜひご加入ください。

青色申告の主な特典
（1）青色申告特別控除
（2）青色事業専従者給与の必要経費算入
（3）純損失の繰越控除　　　　　　　など

青色申告に関することは、お気軽にお問い合せください。
担い手支援課　３３－３１０４（担当　山下・内田）

農地を貸したい！ 農地を借りたい！

農地を集約した形で経営規模を拡大したい方！
リタイアして誰かに農地を貸したい方！

活 用 し ま せ ん か ？

事業の活用には要件等がございますので、

えびの市役所畜産農政課 （担い手対策係 35-3744）
えびの市農業委員会（35-3726）
ＪＡえびの市 （担い手支援課 33-5758）
または、宮崎県農業振興公社 （農地第一課 0985-78-0210） までお問い合わせください。

農地中間管理機構

私たち ｢農地中間管理機構 ( ※ )」があなたの大切な『農地』をお借りし、『農地』を必
要としている方へお貸しします！
賃借の手続きや賃料の支払・請求も一括して機構が行います！

　　　　※農地中間管理機構は、県知事から指定された公的な機関です。

そろそろ経営リタイア
したいんだが・・・
この農地を

どうしていったらいいのか・・・
困ったなぁ。

もう少し経営規模を拡大してい
きたいんだけどなぁ・・・

近くで農地を貸してくれる人は
いないかなぁ・・・


